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研究成果の概要（和文）：  この研究は、インドネシアにおいて1950年代以降に創作が始まり1960-80年代にかけて人
気を呼んだコミックに焦点を当てている。伝統演劇であるワヤンの物語や表現方法と密接な関連を持つこのコミックは
ワヤン･コミックと呼ばれている。ワヤン･コミックの先駆者でもっとも影響力を持った作家であるR.A.コサシ(1919-20
12)の作品を取り上げて、物語や表現方法の分析、実際のワヤン(影絵や人形劇)上演との関連についての考察を行った
。文献調査に加えて2回の現地調査を行い、芸能上演の観察と記録、インタビュー調査などを通して伝統芸能とコミッ
ク相互の関連についての検討と分析を行った。

研究成果の概要（英文）： This study examines the characteristics of Indonesian comic works focusing on the
 repertoire of the Mahabharata, one of the major epic poems of ancient India. Among Indonesian comic write
rs, R.A.Kosasih(1919-2012)was the best known and most successful. Since 1950's he created his popular komi
k wayang, or comics of wayang, which earned its title because of its close relationship with the wayang th
eater.
 This study focused on his series of works from the Mahabharata. He created them from the main stories of 
the Mahabharata also creating works base on special episodes in Javanese wayang performaces. In addition, 
Kosasih was greatly affected by several Indonesian translations of epic poems. In this study I consider Ko
sasih's unique way of dramatization by comparing the episodes in wayang performance witht the correspondin
g parts in Kosasih's comic work.  
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１． 研究開始当初の背景 
 この研究は、1960-80年代のインドネシア
におけるコミックの普及を大衆文化の嚆矢
として考察することを目的として始めたも
のである。特にここでは影絵や人形劇に代表
される伝統芸能ワヤンwayangの物語をコミ
ックにしたコミック・ワヤン wayang komik
に焦点を当てた。研究開始当初の背景として
は、インドネシアにおいては伝統芸能の研究
はさかんに行われてきたが、その一方で大衆
文化としてのコミックの研究成果が非常に
少なかったこと、また伝統芸術の持つ「大衆
性」の側面や、伝統芸能がコミックなどの大
衆文化とどのように関係を持っているのか
というテーマに関してはほとんど成果が見
られなかったことにある(Buurmann 1988, 
Chudori 1991, Sears 1994)。そこでこの研究
では、コミックを資料として内容分析を行い、
作者へのインタビュー調査や伝統芸能の上
演などの検討を通して、伝統芸能と大衆文化
との接点を探り、大衆文化とされるコミック
がインドネシアにおいて伝統芸能の発展や
叙事詩などの物語世界の普及に果たす役割
を考察することを目指した。代表者は、すで
にこのコミックに関して古代インドの叙事
詩であるラーマーヤナの物語の内容分析を
試みたことがある。1975 年出版の『ラマヤ
ナ Ramayana』全 3巻については全体の内容
の検討を終えて、その成果を研究論文「イン
ドネシアにおけるラーマーヤナの再解釈：
R.A.コサシのワヤン･コミックを対象とし
て」として発表した。(2009 年『東南アジア 
歴史と文化』No. 38:106-140 頁)。ここでは
ワヤン芸能における物語の内容とインド起
源の物語の双方を融合し、さらに創作者自身
の創作を加えた独特なヴァージョンがコミ
ックの中で創り出されてきたことを示した。 
一方でマハーバーラタの作品群は分量的
にも内容的にもコサシの重要な作品であり、
分析と考察に一定の期間を必要とする。報告
者は以前、芸能におけるマハーバーラタにつ
いての論考を執筆したことがある。福岡まど
か 2004 年「ジャワ島のワヤンにおける叙
事詩世界の形成：マハーバーラタを対象とし
て」、『国立民族学博物館研究報告』
28(4):571-596 頁。だがこの論考ではまだコ
ミックについての考察を行っていない。した
がってこの研究の中では主としてマハーバ
ーラタを物語の対象として取り上げ、その内
容を分析し、現地調査も行いながらその特徴
を考察することを目指した。 
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２．研究の目的 
 この研究の目的は、インドネシアにおける
コミックの分析を通して古代インドの叙事
詩の普及や伝統芸能と大衆文化との関わり
を考察することである。インドネシアでは、
影絵や人形劇に代表される伝統芸能ワヤン
の中で古代インドの叙事詩ラーマーヤナと
マハーバーラタがさかんに上演されてきた。
これらの上演は主としてジャワ島とバリ島
で行われてきたが、物語の内容は 1960 年代
以降にコミックを通してインドネシアの
人々に広く普及していった。叙事詩を題材と
するコミックはいくつか存在するが、現在ま
でインドネシアで代表的な作品として知ら
れているのが、R.A.コサシ(1919-2012)によっ
て書かれたワヤン・コミックと呼ばれる一連
の作品である。この研究ではコサシの創作作
品のうち、特に叙事詩マハーバーラタを描い
たものに焦点を当て、コサシの出身地である
西ジャワにおいて人形劇ワヤンの上演を考
察することを通して、コミックとワヤンとの
関連を物語の内容や、提示方法、担い手など
の要素に着目しつつ考察することを目的と
した。 
 参照したコミックのリストは以下の通り
である。 
『マハーバーラタ』全 3 巻、『続マハーバー
ラタ』全 3巻、『バラタユダ』全 4巻、『パン
ダワの昇天』全 3 巻、『パリクシット』全 2
巻、『バガヴァット・ギーター』全 4巻、『デ
ワ･ルチ』全 2 巻。以上のコミックの内容を
検討し、インドにおけるマハーバーラタの内
容との比較や、インドネシアで出版されたイ
ンドネシア語のマハーバーラタの資料との
比較研究を行った。参照したリストは以下の
通りである。 
Sunardi D.M. Baratayudha. Jakarta: Balai 
Pustaka 1978,  
Sunardi D.M. Arjuna Wiwaha. Jakarta: 
Balai Pustaka 1978. 
Sunardi D.M. Arjuna Krama. Jakarta: 
Balai Pustaka 1978. 
  
 その他、コサシは西ジャワの出身であるた
め、西ジャワの人形劇の上演が創作に影響を
与えているという前提のもとで、西ジャワの
人形劇上演における叙事詩の内容について
も分析・検討を行うことをめざした。 
 
３．研究の方法 
 この研究の方法としては、文献資料の分析、
インタビュー調査、芸能上演の観察と記録を
行った。文献資料としてはまずコサシ自身の
コミックの資料の分析を行った。さらにコミ
ックの出版社、出版に関わる人々へのインタ



ビュー調査も行った。 
またコサシのコミックに影響を与えたと
考えられる叙事詩のインドネシア語のテク
ストの検討も行った。また物語の内容や典拠
とした資料などの情報についてはコサシ自
身へのインタビュー調査を行って、情報を収
集した。さらにワヤン芸能の上演を観察、記
録することを通して、芸能の中の物語世界の
検討も行った。またその際、芸能者や芸能研
究者などにもコサシのコミックに関するイ
ンタビューを行った。 
予備調査として 2009 年にジャワ島セラン
とバンドンにてコサシへのインタビューと
出版社へのインタビュー、その他芸術家や文
化人へのインタビューを行ったことをふま
えて、期間中に 2回の調査を行った。2012 年
3 月にインドネシア・ジャワ島のバンドンに
て第 1回目の調査を行い、コサシへのインタ
ビュー、人形劇の上演の調査を行った。2012
年 3 月 15 日にジャワ島セランのコサシの自
宅にて、作品の内容、典拠とした資料につい
て、芸能上演に触れた経験などについての詳
細なインタビュー調査を行った。また 3月 16
日にはバンドン在住の芸能研究者たちにコ
サシの創作について、芸能上演とコミックと
の相互の関連についてなどのインタビュー
調査を行った。2012 年 3 月 17 日には西ジャ
ワ州博物館にて、人形遣いダダン･スナンダ
ールによる人形劇の上演「ジャヤ・スビタン」
を行い、内容の観察と映像・写真・録音など
による記録を行った。 
2013年3月には2回目の調査を行い人形劇
の上演の観察と記録を行った。残念ながら作
者のコサシが 2012 年 7 月に逝去したため、
2013 年の調査ではコサシ自身へのインタビ
ューを行うことができなかったが、現地の小
中高生に向けて、芸能上演の前に、コサシの
コミックについての講演会を行った。3月 19
日に西ジャワ州アートセンターにて、人形遣
いアペップ・フダヤによる人形劇上演「ハヌ
マン使者に立つ」「ガトカチャの戦死」の２
つの演目を上演し、それらの観察と記録を行
った。この時の上演は時間も長く、演目も複
数であったため、帰国後にハードディスクな
どを活用しながら映像資料のダビングを行
い、共催団体となった現地の NGO ティカール
とは、映像・写真・録音資料などの共有も実
現することができた。これによって現地の
NGO 団体が伝統芸能保存のためにこれらの映
像音響資料を有効に活用することも期待で
きると考える。 
 
 
４．研究成果 
 当初、この研究を計画していた段階では、
コミックの作者であるコサシが伝統芸能の
インスピレーションを受けて、独自の物語を
創作し、それが叙事詩の普及に重要な役割を
果たしたという点について関心を持ってい
た。しかし、インタビュー調査や文献調査を

進めていくうちに、それだけではなく、伝統
芸能の担い手とコミックの創作者は相互に
強い影響を与え合っていたことがわかって
きた。コミックによって芸能者の上演のあり
方も影響を受けていたし、オーディエンスと
なる現地の人々もコミックによって物語の
内容や叙事詩の中に見られる哲学や道徳観
に強い影響を受けていた。 
 さらに作者のコサシはライブの上演のみ
ならず、テレビやラジオなどを通して触れた
多くの地域の芸能上演に影響を受けていた
こともわかった。これはコサシが創作活動を
始めた 1950 年代以降のインドネシアにおけ
るメディア文化の興隆の歴史とも深い関わ
りを持っていると考えられる。 
 当初の目的は、古代インドの叙事詩の内容
に主たる関心があったが、それに加えて、コ
サシ自身の表現方法や独自の物語の創作な
どについても知ることができた。特にジェン
ダー表象などのやり方には、コサシが影響を
受けた欧米の文化の影響も見られることが
わかった。 
 この研究は、コミックの分析からインドネ
シアにおける古代インドの叙事詩の普及を
考えるということにとどまらず、芸能上演に
おける物語世界の考察、20世紀前半に登場し
た新たなメディアとしてのコミックの影響
力、ラジオやテレビなどの他のメディアとの
相互関連、創作者と芸能者相互の関係、当時
のインドネシアの人々にもたらした新たな
価値観や知識、などの諸点を考える上でも有
効な視点を提供するものとなった。特に欧米
起源のコミックや絵画の影響を受けたコサ
シがリアリズムの手法を用いつつ、伝統芸能
の世界を人々の眼前に具現化して見せたこ
と、そしてその中でインドの叙事詩の魅力を
人々に広めたこと、さらに独自の解釈や創作
によって新たな価値観を人々にもたらした
ことなどは顕著な特徴であると言えるだろ
う。 
 このようにコミックという大衆文化と伝
統芸能との相互の密接なかかわりについて
様々な視点からの考察を試みる可能性が提
示されたと考える。 
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